
▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
が
３４５
億
７
２
８
６
万
５
８
５

１
円
、
歳
出
が
３２７
億
２
６
７
４
万
６

１
３
１
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

歳
入
が
１０８
億
９
３
１
６
万
１
３
５

９
円
、
歳
出
が
１０５
億
３
１
１
５
万
３

４
３
３
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
歳
入
が
６０
億
５
６
４
１
万
４
８
５

９
円
、
歳
出
が
５８
億
７
１
５
５
万
５

６
５
１
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市
計

画
事
業
広
沢
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
歳
入
が
１
億
２
６
５
７
万
６
１
８

７
円
、
歳
出
は
歳
入
と
同
額
で
、
こ

の
決
算
を
正
当
な
も
の
と
し
て
認
定

す
る
も
の
で
す
。認

定
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市
計

画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
が
１８
億
７
７
２
６
万
６
１
６

５
円
、
歳
出
が
１７
億
８
６
７
９
万
３

４
４
９
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
歳
入
が
３７
億
７
３
９
９
万
８
７
１

７
円
、
歳
出
が
３４
億
６
６
５
７
万
５

０
９
８
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
１９
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
の
水
道
事
業
会
計
決

算
を
正
当
な
も
の
と
し
て
次
の
と
お

り
認
定
す
る
も
の
で
す
。

収
益
的
収
入
額
２１
億
７
４
８
６
万

２
６
１
７
円

収
益
的
支
出
額
１９
億
２
２
８
４
万

１
０
７
円

資
本
的
収
入
額

４
８
６
万

３
２
６
２
円

資
本
的
支
出
額
４
億
７
６
６
９
万

７
７
０
６
円

な
お
、
収
入
額
が
支
出
額
に
対
し

て
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度
分
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

調
整
額
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
お
よ
び
減
債
積
立
金
で
補
て
ん

す
る
も
の
で
す
。認

定
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
１
億
３
０
８
４
万
３
０

０
０
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
３４０

億
２
７
８
４
万
３
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
県
支
出
金

・
寄
附
金
・
繰
入
金
・
諸
収
入
な
ど

平
成
１９
年
度
各
会
計
決
算
な
ど

２８
議
案
を
審
議

平
成
２０
年
第
３
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る

９
月
１
日
か
ら
２４
日
ま
で
の
２４
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
２７
議
案
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
２６
の
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
し
、
１
議
案
を
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
提
出
議
案
が
１
件
提
出

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第３回朝霞市議会定例会
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の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
対
象
者
の
人
間
ド
ッ
ク

委
託
料
や
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
燃

料
費
、
根
岸
台
五
丁
目
土
地
区
画
整

理
事
業
に
対
す
る
負
担
金
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
、

広
沢
の
池
整
備
工
事
費
な
ど
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
８
２
９
６
万
６
０
０
０

円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
１０９
億
６

４
３
０
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。歳

入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出

金
・
県
支
出
金
・
県
補
助
金
・
繰
越

金
な
ど
の
増
額
と
前
期
高
齢
者
交
付

金
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
共
同
事
業

の
拠
出
金
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
１
億
９
８
５
１
万
２
０

０
０
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
１１

億
３
８
１
９
万
７
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基
金

交
付
金
と
繰
越
金
な
ど
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
過

年
度
分
の
精
算
に
伴
う
国
お
よ
び
県

へ
の
返
還
金
と
一
般
会
計
繰
出
金
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２０
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
３
億
２
７
３
２
万
２
０

０
０
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
３５

億
６
３
６
３
万
４
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
繰
入
金
・

繰
越
金
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。歳

出
の
主
な
も
の
は
、
生
活
機
能

評
価
委
託
料
や
基
金
積
立
金
、
国
・

県
へ
の
返
還
金
、
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
引
用

条
項
の
移
動
等
の
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
議
会
議
員
及
び
朝
霞
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
市

長
の
選
挙
に
お
い
て
選
挙
運
動
の
た

め
に
使
用
す
る
ビ
ラ
を
頒
布
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
の
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例公

益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方

公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の

題
名
改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
第
１００
条
お
よ
び
第
２０３

条
が
改
正
さ
れ
、
議
会
活
動
の
範
囲

に
関
す
る
規
定
お
よ
び
議
員
の
報
酬

に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

個
人
市
民
税
に
お
い
て
は
、
寄
附

金
税
制
の
見
直
し
や
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
、
固
定
資
産
税
で
は
、
公
益
法
人

制
度
改
革
に
よ
る
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

朝
霞
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
重
要
文
化
財
旧
高
橋
家
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例

重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
高
橋
家
住

宅
の
保
存
お
よ
び
活
用
を
図
り
、
郷

土
の
歴
史
お
よ
び
文
化
に
対
す
る
市

民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
市
民
へ

生
涯
学
習
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
そ
の
管
理
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
開
発
事
業
等
の
手
続
及
び

基
準
等
に
関
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
の
開
発
指
導
要
綱
で
は

法
的
な
強
制
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、

手
続
き
や
基
準
の
透
明
化
、
厳
格
化

を
図
り
、
市
が
市
民
と
事
業
者
と
と

も
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

向
山
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了

や
起
終
点
の
変
更
な
ど
に
伴
い
、
３

路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

朝
霞
第
五
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

（
建
築
）
に
つ
い
て
、
関
東
・
斎
藤

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
２０
億

３
７
０
０
万
円
で
契
約
す
る
も
の
で

す
。

工
事
場
所
／
朝
霞
市
泉
水
３
丁
目
１６

番
１
号

工
事
概
要
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
５
階
建

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

朝
霞
第
五
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

（
電
気
設
備
）
に
つ
い
て
、
コ
ム
シ

ス
・
丸
電
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
と
２
億
４
２
５
５
万
円
で
契
約
す

る
も
の
で
す
。

工
事
場
所
／
朝
霞
市
泉
水
３
丁
目
１６

番
１
号

工
事
概
要
／
朝
霞
第
五
小
学
校
校
舎

改
築
工
事
に
伴
う
電
気

設
備
工
事

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

朝
霞
第
五
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

（
機
械
設
備
）
に
つ
い
て
、
東
熱
・

埼
設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と

４
億
４
６
２
５
万
円
で
契
約
す
る
も

の
で
す
。

工
事
場
所
／
朝
霞
市
泉
水
３
丁
目
１６

番
１
号

議会だより 
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工
事
概
要
／
朝
霞
第
五
小
学
校
校
舎

改
築
工
事
に
伴
う
機
械

設
備
工
事

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
関
す
る

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
次
の
方
々
を
、

再
び
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

す
ず

き

や
す

よ

鈴
木

泰
代
さ
ん

あ
い
み
や

ち
ょ
う
こ

相
宮

蝶
子
さ
ん

同
意
（
全
会
一
致
）

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

関
す
る
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
次
の
方
を
新
た
に
委
員
に
推
薦
す

る
こ
と
に
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
で
す
。

く

ぜ

い
つ

こ

久
瀬

逸
子
さ
ん

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

向
山
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

認
定
、
法
定
外
公
共
物
か
ら
の
変
更
、

起
終
点
の
変
更
、
開
発
行
為
に
伴
う

帰
属
な
ど
２３
路
線
を
認
定
す
る
も
の

で
す
。

継
続
審
査

※

掲
載
内
容
は
第
３
回
定
例
会
時

点
で
の
も
の
で
す
。
制
度
改
正
等
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
３
回
定
例
会
の
一
般
質
問
等
の

内
容
は
、
広
報
あ
さ
か
１１
月
１５
日
号

の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

議
案
審
議

平
成
１９
年
度
決
算
と

市
民
意
識
に
つ
い
て

○
篠
原
逸
子
議
員

決
算
は
１９
年
度

当
初
計
上
さ
れ
た
予
算
が
ど
う
執
行

さ
れ
た
か
の
結
果
で
あ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
向
上
し
た
か

と
い
う
視
点
を
も
っ
て
見
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
点
か

ら
１９
年
度
決
算
を
審
議
す
る
に
当
た

っ
て
市
民
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
し

て
は
た
し
て
満
足
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
満
足
度
や
ど
の
よ
う
な
意
見
を

持
っ
て
い
る
か
な
ど
市
民
意
識
に
つ

い
て
ど
う
つ
か
み
今
後
の
行
政
に
生

か
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
決
算

と
市
民
意
識
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

○
市
長

私
も
、
特
に
部
長
た
ち
に

は
、
い
ろ
ん
な
団
体
の
会
合
、
あ
る

い
は
庁
外
に
出
て
市
民
の
皆
さ
ん
と

接
す
る
場
を
多
く
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
ま
た
、
そ
の
会
合
の
中
で

も
懇
親
会
等
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願

い
は
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
市
民
の
意
識
は
ど
う
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
る
つ
も
り
で
は
ご
ざ

い
ま
す
。

○
総
務
部
長

意
識
調
査
に
つ
い
て

は
、
全
体
的
な
調
査
と
い
う
の
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
職
員
一
人
一

人
が
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
そ
の
も
の
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
計

上
し
て
い
ま
す
。
適
正
、
効
果
的
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
の
確
認
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
事
象
で
は
講
演
会
等

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
場
で
参

加
さ
れ
た
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

で
意
見
等
を
伺
う
と
い
う
ふ
う
な
こ

と
は
行
っ
て
い
ま
す
。

国
保
特
別
会
計
補
正

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
石
川
啓
子
議
員

３
月
議
会
で
審

議
し
た
当
初
予
算
で
は
前
期
高
齢
者

交
付
金
は
、
２２
億
円
で
し
た
が
、
７

億
７
５
０
０
万
円
も
減
額
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
見
込
み
が
大
き
く
違
っ

た
の
で
す
か
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
と
議
会
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
資

料
の
数
字
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

を
説
明
す
る
責
任
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
健
康
福
祉
部
長

前
期
高
齢
者
交

付
金
の
当
初
予
算
は
、
２２
億
４
１
４

４
万
７
０
０
０
円
で
し
た
が
、
５
月

の
時
点
で
交
付
額
が
１４
億
６
５
６
２

万
２
６
６
５
円
と
確
定
し
ま
し
た
こ

と
で
、
７
億
７
０
０
０
万
円
の
減
額

に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
は
、

補
正
予
算
に
つ
い
て
ご
説
明
を
し
、

ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
月

に
確
定
通
知
が
き
ま
し
て
、
議
会
の

ほ
う
に
お
示
し
す
る
時
期
に
つ
い
て

は
、
今
９
月
議
会
が
初
め
て
で
す
の

で
、
今
回
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
五
小
学
校
改
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

○
田
辺
淳
議
員

五
小
校
舎
改
築
工

事
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
伴
う
子
ど

も
た
ち
の
負
担
や
既
存
樹
木
の
対
応
、

遺
跡
発
掘
調
査
、
保
護
者
・
近
隣
住

民
の
同
意
な
ど
基
本
的
な
問
題
を
積

み
残
し
た
ま
ま
８
月
初
め
に
入
札
が

強
引
に
行
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

学
び
の
場
―
学
校
で
木
々
の
命
を
軽

く
扱
っ
て
よ
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
小
改
築
検
討
委
員
会
で
も
既
存
樹

木
は
原
則
的
に
残
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
も

含
め
、
近
隣
住
民
・
保
護
者
へ
の
説

明
が
十
分
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
市
・
教
育
委
員
会
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

既
存
樹
木
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
改

築
工
事
に
当
た
り
建
物
や
道
路
拡
幅

に
支
障
の
な
い
も
の
は
極
力
残
し
て

い
き
た
い
と
の
考
え
の
も
と
、
桜
の

木
の
ほ
か
、
学
校
に
保
存
希
望
の
樹

木
を
選
定
し
て
も
ら
い
、
樹
木
診
断

を
行
っ
た
上
で
保
存
す
る
樹
木
を
決

定
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
工
事
に

つ
い
て
は
樹
木
の
伐
採
等
は
工
事
の

進
度
に
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
の
で

そ
の
時
点
で
検
討
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

五
小
の
空
調
設
備
の

国
の
補
助
金
に
つ
い
て

○
小
山
香
議
員

空
調
関
係
の
設
備

に
つ
い
て
国
の
補
助
金
が
あ
る
そ
う

で
す
が
、
第
五
小
学
校
の
改
築
工
事

費
に
は
ど
の
程
度
補
助
金
が
出
る
の

で
す
か
。

○
学
校
教
育
部
長

学
校
の
改
築
事

業
を
行
う
際
に
は
、
工
事
に
係
る
経

費
に
対
し
国
か
ら
の
負
担
金
等
が
あ

り
ま
す
。
国
の
負
担
金
等
の
対
象
経

費
は
実
際
の
工
事
費
で
は
な
く
、
国

の
定
め
る
工
事
基
準
に
よ
り
積
算
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
対
象

経
費
に
は
、
空
調
設
備
も
対
象
に
な

っ
て
は
い
ま
す
が
、
第
五
小
学
校
の

改
築
工
事
費
は
国
の
定
め
る
工
事
費

を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
室
に

空
調
設
備
を
設
置
し
て
も
国
の
定
め

る
対
象
経
費
に
変
更
は
な
く
、
し
た

が
っ
て
負
担
金
等
の
額
に
も
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議会だより 
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銀 行 

市 役 所 

駐 車 場 

至朝霞駅 

玄 関 傍
聴
席
入
口 

議
員
提
出
議
案

朝霞市議会会議録

埼
玉
県
の
選
挙
統
一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
選
挙
く
ん
」

傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍

聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴

席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

▽
朝
霞
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
朝
霞

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

第
１５９
条
中
「
第
１００
条
第
１２
項
」
を

「
第
１００
条
第
１３
項
」
に
改
め
る
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
会
の
詳
細
は

会
議
録
で

会
議
録
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
３
階
）
の
ほ
か
、
図
書
館

お
よ
び
各
公
民
館
図
書
室
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
（
今
回
の
会
議
録
は
、

１２
月
上
旬
に
配
置
予
定
で
す
）。

審
議
内
容
を
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
ま
た
は
各
公
民
館
図
書
室
で

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

請
願
審
議

―
継
続
審
査
―

▽
国
家
公
務
員
宿
舎
建
設
を
財
政
制

度
等
審
議
会
で
審
議
を
求
め
る
意
見

書
提
出
を
願
う
請
願おお
の

よ
し

お

（
請
願
者
）

大
野

良
夫
さ
ん

▽
朝
霞
基
地
跡
地
へ
の
宿
舎
必
要
戸

数
縮
小
に
よ
る
国
と
の
再
協
議
等
を

求
め
る
請
願

お
お

の

よ
し

お

（
請
願
者
）

大
野

良
夫
さ
ん

▽
議
会
の
活
動
等
を
支
え
る
専
従
の

専
門
家
の
補
充
を
求
め
る
件

か
ね

だ

い
さ
お

（
請
願
者
）

金
田

功
さ
ん

▽
朝
霞
市
と
の
契
約
に
お
い
て
市
内

の
業
者
に
対
す
る
善
処
の
件

く
ら

た

ま
も
る

（
請
願
者
）

倉
田

護
さ
ん

▽
生
態
系
調
査
の
指
導
を
求
め
る
請

願

お
に
づ
か

あ
つ

こ

（
請
願
者
）

鬼
塚

温
子
さ
ん

▽
地
区
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
公
聴

会
等
の
開
催
を
求
め
る
請
願

た

や

て
る
ひ
ろ

（
請
願
者
）

田
谷

英
浩
さ
ん

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
を

求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

年
金
者
組
合
朝
霞
支
部くり
も
と

ひ
ろ
し

支
部
長

栗
本

廣
さ
ん

寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

議
員
の
寄
附
行
為
は
、
公
職
選
挙

法
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

〜
こ
ん
な
も
の
が
寄
附
禁
止
の
対
象

に
な
り
ま
す
〜

・
お
中
元
や
お
歳
暮

・
本
人
が
出
席
し
な
い
結
婚
式
の
祝

儀
や
葬
式
の
香
典

・
ま
つ
り
や
親
睦
旅
行
へ
の
差
し
入

れ
や
寸
志

・
各
種
会
合
へ
の
祝
儀

み
ん
な
で
守
ろ
う
「
三
な
い
運
動
」

①
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈
ら

な
い
！

②
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求
め

な
い
！

③
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

受
け
取
ら
な
い
！

平
成
２０
年
第
４
回

朝
霞
市
議
会
臨
時
会

平
成
２０
年
第
４
回
朝
霞
市
議
会
臨

時
会
は
、
去
る
７
月
２３
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
１
日
と
定
め
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
市
長
か

ら
１
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
仮
称
）
膝
折
市
民
セ
ン
タ
ー
等
建

設
工
事
（
建
築
）
に
つ
い
て
、
丸
和

工
業
株
式
会
社
朝
霞
支
店
と
４
億
８

２
６
８
万
５
０
０
０
円
で
契
約
す
る

も
の
で
す
。

工
事
場
所
／
朝
霞
市
膝
折
町
１
丁
目

５８２
番
地
１
ほ
か

工
事
概
要
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

３
階
建

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

傍
聴
席
の
入
口
は
、
市
役
所
庁

舎
玄
関
に
向
か
っ
て
右
方
向
に
あ

り
ま
す
。

市議会を傍聴してみませんか
議会を傍聴することは、市民として市政を身
近に知るための最もよい方法です。皆さんが選
んだ議員がどのような活動、仕事をしているか
などを十分にご理解いただけると思います。
市議会定例会は、３月、６月、９月、１２月の
年４回開かれます。ぜひ傍聴にお出かけくださ
い。
問い合わせ／議会事務局 内線２２８４

�０４８―４６３―０５４９（直通）

次
回
定
例
会
の
開
会
日
は

１２
月
１
日
�
の
予
定
で
す

※
請
願
の
提
出
は
、
１１
月
２１
日
�

午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

議会だより 
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